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4分音符はスラーで、ただし1、4小節の低音は1オクターブ離れてい
るため、スタッカートにしてみた。5小節からのゼクエンツは、レガート
で最後の2音だけスタッカートにして軽さを出してみた。
色々な弾き方が出来ると思うが、一番の留意点は、掛け合いが生命の曲
なのでコントラストをはっきりと、目立たせて演奏することである。
V結び
「PARTITA1番変ロ長調BWV825」の和声分析から始まり、調
の経過、段落を基に全体区分図を描き、それぞれの曲に合った分析方法で
研究してきた。その結果、各楽曲ともパターンが決まっていて、ほぼ同じ
構造になっていることが読み取れた。
音楽の開始は、保続音上に1－IV一▽一1のカデンツで構成されている。
B－durの調性で、開いた2区分構造で書かれているので、各楽曲とも前段
は▽調のF－durに転調している。後段は必ずしも決まってはいないが、V
度を受けて始まり、▽1調のg－mo11、II調のc－mo11、IV調のEs－durなどの
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構造分析における調と和声の重要性
2、3の調を経過して主調に戻っている。終止安定部分でも保続音が使わ
れることが多い。
つまり、各楽曲とも和声、調は、似通った経過を辿っているということ
なのである。その土台の上にメロディーやリズムが展開され、各曲の具体
的な内容が示されるのである。
曲の冒頭には、調を確立するという意味があるので、カデンツや1度の
保続音などを使用するが、これは調の一番の有効手段である。また、必ず
転調するが、それは単に調が変わるということではなく、和声には方向性
があるので目的を目指して進んでいく結果、転調に到るのである。
ゆえに、和声や調を見ていくと曲の構造が分かるのであり、それは音楽
構成上、非常に重要なことだと言えるのである。
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